
自然に守られて生きるまちの姿を描きたかった

　壁画の左に海、右に山をテーマにした私の作品
があり、その真ん中に参加者の皆さんが描いた絵
があります。これは蒲郡の地形を表していて、海
と山が人々の暮らしを守っているという構図で
す。絵を描くにあたり、魚市場のセリを見たり、
五井山に登ったり、いろいろな人に話を聞いたり
しました。その中で、市民が自然に愛情を注いで
暮らしているという共通点が見えてきて、それを
表現したいと思ったんです。蒲郡の風の名前を調
べていたら、通りすがりのおばあちゃんが「海谷
（おにや）おろし」だと教えてくれて、その風も絵
の大切な要素になりました。

このまちには壁画を描ける土壌がある

　七十二候をテーマにこんなに多くの人が絵を描
いたということにまず驚きました。都会では季節
を実感しづらいけど、蒲郡の人たちは身近な自然
をちゃんと見て暮らしているんだなと感じまし
た。これだけ多くの人が関わって、1 つの大きな
壁画を描き上げられるまちって、そうそうないと
思います。

町田さんは蒲郡の魅力を存分に引き出してくれる

　この堤防は蒲郡の風景として定着しており、市
民にとって思い入れのある場所なので、いいもの
にしたいと思っていました。30 年先まで残すこ
とを考えたときに、同世代のアーティストにお願
いしたい気持ちもありましたし、蒲郡の魅力であ
る「自然」をモチーフにしているところもぴった
りだなと思って。それで町田さんを選びました。

縦と横の時間軸がうまく重なった

　もちろん最初は公募の絵と調和するか不安もあ
りましたが、町田さんがテーマにしている「蒲郡
の自然」という縦の時間軸と、皆さんが描く「蒲
郡の１年間」という横の時間軸がうまく重なり、
結果的にすごく深みのあるものになったなと感じ
ています。外から来たアーティストが蒲郡につい
ていろいろ調べて描いたからこそ、市民の方にも
「蒲郡にこんなところがあるんだね」って新しい
発見を楽しんでもらいたいですね。

ゲストアーティスト   町田紗記

コーディネーター   児玉真伍

ディレクターの指示の下、複数のグループが
力を合わせ、絵を完成させました

竹島水族館の区画

“究極に楽しい草野球” みたいなアートを

　450 メートルの堤防と聞いた時は、ワクワクし
ましたね。大変だけど、やりがいのあるプロジェ
クトになるって。最初はもっとエッジの効いた作
品がいいかなと思っていましたが、途中で方向性
を変えました。アートとして尖ったものじゃなく
て、絵が得意な人も苦手な人も、参加する人が「楽
しい」「おもしろい」「好き！」って思えるものに
したかったんです。言ってみれば、“究極に楽し
い草野球” みたいな感じ。

「蒲暦」に込めた想い

　「蒲郡っていいまちだな」って感じてもらいた
くて。72 の風景を描いてもらうって、すごく数
が多いですよね。細やかに蒲郡の魅力を表現でき
るし、参加者のごく私的な「私の好きなもの」を
受け止められるんです。結果、人に教えたくなる
小話がいっぱい集まりました。私も春にゆりかも
めの頭が黒くなることを知って、いろいろな人に
ゆりかもめのヒミツについておしゃべりしちゃい
ました。

場の雰囲気が作品に宿る

　場の雰囲気って、絵に出ると思うんです。だか
らこそ、みんなが楽しくかける雰囲気づくりを大
事にしました。描いている風景を見て「自分も描
きたい」って声をかけてくれる人もいて、うれし
かったですね。通りがかった漁師さんが「これ見
ながら描きな」って本物の魚を持ってきてくれた
ことも。フレンドリーな人の多い、この地域なら
ではの出来事だなあって感じました。みんなが楽
しそうに関わってくれたことが蒲暦の特徴です。

未来へつなぐアートに

　仕上がりは想像以上！ぜひ蒲暦を見に何度も足
を運んでもらいたいです。蒲暦のように「日々を
味わう」や「隣の人の世界を教えてもらう」を意
識すると、例え大変な日があっても楽しく乗り越
えられるかも。今回参加した子どもたちが大人に
なってまた筆をとる 30 年後を想像した時に、描
かれた風景や文化は未来に残ってほしいと思いま
す。蒲郡の魅力を子どもたちにつないでいきたい
ですね。

ディレクター   大角真子

公益社団法人 愛知建築士会 名古屋北支部が主催する建築コンクール「コードな建築」で優秀賞を受賞しました

プロジェクトを支えた皆さんにインタビューしました

市ホームページで解説が見られます
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